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速報
宇検村「對馬丸慰霊之碑」　竣工・除幕式

平成 29年 3月 19 日（日）奄美大島 /宇検村船
フ ノ シ

越海岸

除幕式に先立って遺体が漂着したフノシ浜で手を合わせ、犠牲者に慰霊碑建立を報告する

犠牲者に黙祷を捧げる出席者
式には沖縄から遺族・生存者・記念
館職員と県から参加の 3 人を含め計
26 人が参列、合わせて約 100 人が
臨んだ

神事に則り、玉串を奉奠

(1)



(2)

沖縄県から浦崎唯昭副知事が出席、翁長雄志沖縄
県知事の祝辞代読と記念植樹を行なった

元田信有宇検村々長による挨拶で厳かに式
が始まる

空港から宇検村へ向かう途中、同じく犠牲者が漂着・埋葬された大和村今里の海
岸で、遺族から託されたサーターアンダギーやお花など供え、供養した（3 月 18 日）

参加した遺族らは、犠牲者の好きだったお菓子などそれぞれ持ち寄った
ものや、同行する事が叶わず託したお供えの品を捧げ、犠牲者を悼んだ

祝賀会で元田信有村長へ感謝状を贈呈
する

同じく、川渕昌春慰霊碑建立実行委員
長へも感謝状を贈呈する

慰霊碑建立に尽力した、目撃証言者の大島安徳氏へは感
謝状と共に「平和のバトン」として琉球手まりも贈呈

前川順英奄美在住沖縄県人会長より、対馬丸記念会へ
寄付金の贈呈も行われた

沖縄からの寄付で、クロキ 2 本とフ
クギ 30 本が植栽された

地元の学童たちも式に
参 加、 慰 霊 碑 に 向 か い
こうべを垂れる（左上）
中学生代表が碑文を朗
読した（上）

犠牲者の御霊へ献酒す
る 遺 族。 海 へ 向 け そ っ
とお酒を注いだ（右）

今回の竣工・除幕式に参加した対馬丸遺族団と宇検村関係者

　
昨
秋
よ
り
工
事
が
進
ん
で
い
た
、
宇
検
村
「
對
馬
丸

慰
霊
之
碑
」
の
竣
工
除
幕
式
が
雨
天
の
な
か
、
26
人
の

遺
族
団
の
参
加
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
に
則
り
行
わ
れ
た
式
で
は
、
元
田
信
有
村
長
の

挨
拶
の
後
、
修
祓
・
除
幕
〜
遺
族
生
存
者
か
ら
対
馬
丸

に
関
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
へ
（
遺
族
・
生
存
者
代
表
又

吉
正
子
・
上
原
清
両
氏
に
よ
る
お
礼
の
挨
拶
）
ま
で
、   

と
き
お
り
雨
脚
が
激
し
く
な
る
な
か
参
加
者
の
心

が
一
つ
に
な
り
無
事
に
終
了
。
引
き
続
き
場
所
を

移
動
し
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
村
や
記
念
会 

か
ら

そ
れ
ぞ
れ
建
立
に
関
わ
っ
た
関
係
者
へ
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
会
か
ら
同
村
の
小
中
学
校
へ
平
和

学
習
の
教
材
と
し
て
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
な
ど
の
書

籍
と
、「
平
和
の
バ
ト
ン
」
の
琉
球
手
ま
り
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
奄
美
・
沖
縄
の
縁
の
絆
を
引
き
続
き
継

続
す
る
事
が
御
霊
へ
対
す
る
慰
霊
へ
の
第
一
歩
で

す
。



対
馬
丸
慰
霊
碑
竣
工
祝
賀
会

 
 

 

祝 

辞

公
益
財
団
法
人
対
馬
丸
記
念
会

　  

理
事
長
　
髙
良
政
勝

　

　

本
日
こ
こ
に
、
沖
縄
県
を
始
め
多

数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
對
馬

丸
慰
霊
之
碑
竣
工
除
幕
式
が
挙
行

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
財
団
法
人
対
馬

丸
記
念
会
を
代
表
し
て
一
言
お
礼

と
祝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

私
た
ち
が
待
ち
望
ん
だ
「
対
馬
丸

慰
霊
之
碑
」
の
竣
工
に
当
た
り
こ
れ

ま
で
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
建

立
に
努
力
さ
れ
た
元
田
信
有
宇
検

村
村
長
、
川
渕
昌
春
実
行
委
員
長
を

は
じ
め
と
す
る
宇
検
村
村
民
、
慰
霊

碑
建
立
に
当
た
ら
れ
た
保
池
建
設

様
、
名
富
石
材
店
様
、
周
辺
緑
化
に

当
た
ら
れ
た
瀧
緑
地
建
設
様
、
対

馬
丸
の
悲
劇
を
通
し
戦
争
の
残
酷

さ
無
意
味
さ
を
長
く
語
り
次
ぎ
慰

霊
碑
建
立
の
流
れ
を
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
大
島
安
徳
様
に
衷
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
ご
臨
席
の
皆
様
に
対
馬

丸
事
件
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
存
知
の
よ

う
に
、
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
一
日

戦
雲
急
を
告
げ
る
中
、　

対
馬
丸
は

学
童
、
一
般
一
六
六
一
名
の
疎
開
者

を
含
む
一
七
七
八
名
を
乗
せ
九
州

へ
向
け
出
港
、
翌
八
月
二
十
二
日
深

夜
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け

わ
ず
か
十
二
分
で
沈
没
、
一
四
八
二

名
の
尊
い
命
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
り

ま
し
た
。
深
夜
、
台
風
接
近
の
荒
れ

狂
う
波
間
に
投
げ
出
さ
れ
た
人
た

ち
は
筏
や
醤
油
樽
な
ど
に
必
死
に

す
が
り
漂
流
を
始
め
ま
し
た
。
折
か

ら
の
強
い
北
風
と
潮
流
に
流
さ
れ

多
く
の
人
た
ち
が
命
を
落
と
し
、
こ

こ
焼
内
湾
に
漂
着
し
ま
し
た
。
当
時

救
助
と
遺
体
引
き
上
げ
に
奔
走
し

た
大
島
安
徳
さ
ん
の
証
言
で
は
「
ま

さ
に
肉
の
海
、
遺
体
は
臭
い
が
ひ
ど

く
、
近
づ
く
事
も
出
来
な
か
っ
た

た
め
そ
れ
を
消
す
た
め
焼
酎
を
飲

ん
で
埋
葬
し
た
」
と
の
こ
と
で
す
。

奄
美
大
島
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ

た
上
原
清
さ
ん
は
「
奄
美
は
命
の
恩

人
。
足
を
向
け
て
眠
れ
な
い
」
と
奄

美
の
人
々
に
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
対
馬
丸
慰
霊
碑
建
立
企
画

展
「
奄
美
大
島
と
対
馬
丸
」
も
「
元

気
の
出
る
館
」
で
、
一
ケ
月
も
の
長

い
間
開
催
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
日
こ
こ
に
「
對
島
丸
慰
霊
之

碑
」
除
幕
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
の
元

田
村
長
を
は
じ
め
宇
検
区
、
関
係
者

の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
が

あ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
対
馬
丸
の
悲

劇
と
、
奄
美
大
島
の
先
人
た
ち
の
ご

苦
労
を
忘
れ
ず
、
平
和
の
礎
に
し
た

い
と
の
執
念
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
賜
物
だ
と
衷
心
よ

り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
慰
霊
碑
が
奄
美
大
島
と
沖

縄
の
懸
け
橋
と
な
り
戦
争
の
愚
か

さ
を
未
来
に
伝
え
、
世
界
平
和
へ
の

道
し
る
べ
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。　

長
い
間
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
改

め
て
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

    

平
成
二
十
九
年
三
月
一
九
日

(3)

対馬丸遺族団も忙しい日程の合間を縫って会場を訪れ、
犠牲者への想いを新たにした

南海日日新聞（平成 29 年 3 月 2 日）



(4)

つしま丸児童合唱団便り

活動記録：平成 28年 5月 28 日〜平成 29年 1月 28 日

平成 28 年度結団式・歓迎式（平成 28 年 5 月 28 日／対馬丸記念館）

平成 28 年全沖縄戦没者追悼式（平成 28 年 6 月 23 日／沖縄県平和祈念公園）

平成 28 年度対馬丸慰霊祭（平成 28 年 8 月 22 日／小桜の塔） 小桜の塔での放蝶の儀（8 月 22 日／対馬丸慰霊祭） 手を合わせ平和を祈る（8 月 22 日／対馬丸慰霊祭）

夕涼みお楽しみ会（平成 28 年 9 月 24 日／対馬丸記念館屋上）

持ち寄ったお菓子や職員と支援者が作った BBQ に舌鼓。どれにしようかな？（9 月 24 日／お楽しみ会）

合唱に仮装やゲーム、ハロウィンパーティーは館内活動のお楽しみの一つ　
（左右とも 10 月 29 日／対馬丸記念館）



　
つ
し
ま
丸
児
童
合
唱
団
で
創

立
以
来
元
気
に
活
動
し
て
き

た
、
花
岡
光
君
と
次
年
度
に
最

年
長
団
員
に
な
る
上
原
一ひ

ろ路
さ

ん
に
合
唱
団
で
の
思
い
出
な
ど

を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　「
感
謝
の
き
も
ち
」

垣
花
小
学
校
　
六
年
　
花
岡 

光

　

ぼ
く
は
つ
し
ま
丸
児
童
合
唱
団
に
５

年
か
よ
う
こ
と
と
な
り
、
数
多
く
の
経

験
か
ら
心
の
変
化
や
成
長
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
英
語
あ
そ

び
の
中
で
は
楽
し
み
な
が
ら
単
語
を
覚

え
、
歌
い
な
が
ら
体
を
動
か
し
な
が
ら

外
国
の
表
現
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
合
唱
練
習
で
は
、
歌
い
方
の
基

礎
か
ら
裏
声
の
出
し
方
、
姿
勢
や
挨
拶

な
ど
普
段
の
生
活
態
度
ま
で
見
直
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
の
慰
霊
祭
や

時
々
行
わ
れ
る
合
唱
の
舞
台
で
は
ソ
ロ

で
歌
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
も
と
も

と
内
気
で
物
静
か
な
性
格
だ
っ
た
ぼ
く

は
、
人
前
に
出
る
勇
気
が
持
て
、
発
言

で
き
る
自
信
が
つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
団
員
の
中
で
も
年
長
者

と
な
り
自
然
と
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
を
ま
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
と
照
れ

く
さ
く
、
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

頼
ら
れ
る
こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
年
中
学
生
に
な
る
ぼ
く
は
残
り
少

な
い
活
動
の
中
で
精
一
杯
過
ご
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
記

念
館
の
方
々
や
先
生
、
団
員
の
み
な
さ

ん
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
つ
し
ま
丸
児
童
合
唱
団
に
残
る
皆

さ
ん
に
は
新
た
に
入
団
す
る
仲
間
を
支

え
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
楽
し
く
活
動
で

き
る
よ
う
に
、
目
上
の
人
の
言
う
こ
と

に
耳
を
傾
け
素
晴
ら
し
い
合
唱
団
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ぼ
く
の
弟
が
こ
れ
か
ら
も
お
世
話

に
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
本
当
に
こ
れ
ま
で
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
一
年
生
か
ら
通
い
始

め
た
つ
し
ま
丸
児
童
合

唱
団
」

糸
満
南
小
学
校 

五
年 

上
原
一ひ

ろ路

　

私
は
、
一
年
生
の
時
に
お
母
さ
ん
に

す
す
め
ら
れ
て
つ
し
ま
丸
児
童
合
唱
団

に
は
い
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
私
に

す
す
め
た
理
由
は
、「
お
母
さ
ん
も
合

唱
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
て
、
沖
縄
に
き

た
き
っ
か
け
が
、
平
和
の
勉
強
を
し
て

い
て
、
私
を
連
れ
て
対
馬
丸
記
念
館
に

何
度
も
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。
平

和
の
勉
強
が
で
き
、
合
唱
も
で
き
る
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
、
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
た
か
ら
。」
だ
そ
う
で
す
。

　

糸
満
に
ひ
っ
こ
し
し
て
も
通
い
続
け

て
い
る
理
由
は
、「
こ
こ
で
し
か
学
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

し
、
大
人
に
な
っ
て
も
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。」

だ
そ
う
で
す
。

　

私
が
五
年
間
歌
っ
て
き
た
な
か
で
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
歌
は
、
二
曲
あ
り

ま
す
。

一
つ
目
は
、「
ね
が
い
」
と
い
う
曲
で

す
。
こ
の
曲
は
、
毎
年
八
月
二
十
二
日

に
あ
る
対
馬
丸
い
れ
い
祭
で
歌
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ね
が
い
の
歌
詞
に
は

平
和
へ
の
思
い
が
と
て
も
こ
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
五
年
間
の
な
か
で

と
て
も
よ
く
歌
っ
た
歌
だ
と
思
い
ま

す
。
二
つ
目
は
、「
手
の
ひ
ら
を
太
陽

に
」
で
す
。
最
初
は
み
ん
な
で
歌
う
だ

け
だ
っ
た
の
が
み
ん
な
で
ふ
り
つ
け
を

考
え
て
今
は
お
ど
り
な
が
ら
歌
え
て
と

て
も
楽
し
い
曲
で
す
。

　

他
に
も
合
唱
を
す
る
こ
と
で
初
め
て

知
っ
た
曲
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
ち
が

う
小
学
校
の
友
達
と
も
仲
良
く
な
る
こ

と
が
で
き
、
平
和
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
五
年
間
つ
し
ま
丸
児
童
合
唱

団
に
通
っ
て
み
て
、
は
い
る
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
つ
し
ま
丸
児
童
合
唱
団
は
楽
し
い

英
語
も
あ
る
し
、
み
ん
な
と
合
唱
が
で

き
る
し
、
平
和
に
つ
い
て
学
べ
る
と
て

も
い
い
合
唱
団
だ
と
思
い
ま
す
。
六
年

生
ま
で
こ
の
合
唱
団
を
続
け
た
い
で

す
。

（5）

クリスマス会（平成 28 年 12 月 17 日／対馬丸記念館） クリスマスコンサート（平成 28 年 12 月 24 日／那覇メインプレイス）

うるく童（わらび）まつり（平成 29 年 1 月 28 日／イオン那覇店）



来
館
・
視
察

□
平
成
29
年
1
月
30
日
〜
31
日

　

川
渕
昌
春
宇
検
集
落
対
馬
丸
慰
霊

碑
建
立
実
行
委
員
会
委
員
長
、
藤
貴

文
宇
検
村
総
務
企
画
課
主
幹
、
俊
岡

純
男
宇
検
村
教
育
委
員
会
主
査
の
三

氏
が
慰
霊
碑
竣
工
式
と
、「
奄
美
大
島

と
対
馬
丸
」
宇
検
村
展
示
の
調
整
の

た
め
来
館
し
、
二
日
間
に
わ
た
り
そ

れ
ぞ
れ
記
念
会
役
員
及
び
遺
族
、
学

芸
員
と
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

□
2
月
5
日

北
崎
秀
一
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
沖

縄
政
策
担
当
）、
内
閣
府
事
務
官
坂
本

康
平

□
2
月
10
日

藤
田
仁
松
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
、

他
同
市
教
育
委
員
5
名

イ
ベ
ン
ト

□
1
月
7
日
〜
2
月
12
日

第
27
回
特
別
展

「
全
琉
小
・
中
・
高
校
図
画
・
作
文
・

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
那
覇
秀
作
展
」

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
沖
縄
タ
イ

ム
ス
社
主
催
の
図
画
・
作
文
書
道
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
の
う
ち
、
那
覇

地
区
秀
作
展
が
企
画
展
示
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
展
示
数
は
、
小
学
生

作
品
（
図
画
118
点
・
作
文
25
点
・
書

道
16
点
）
中
学
生
作
品
（
図
画
75
点
・

作
文
6
点
・
書
道
26
点
）
で
今
回
は
小
・

中
学
生
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
入

賞
者
の
関
係
者
が
多
数
訪
れ
ま
し
た
。

□
3
月
1
日
〜
3
月
31
日

對
馬
丸
慰
霊
之
碑
建
立
記
念
企
画
展

「
奄
美
大
島
と
対
馬
丸
」
場
所
：
宇
検

村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
出

る
館
」

　

宇
検
村
に
「
対
馬
丸
慰
霊
之
碑
」

が
建
立
さ
れ
た
記
念
に
昨
年
の
夏
に

行
っ
た
特
別
展
の
移
動
展
示
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）

□
3
月
4
日

第
30
回
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
講
座
「
心

臓
突
然
死
と
心
筋
梗
塞-
沖
縄
の
現
状

を
踏
ま
え
て
」

　

砂
川
長お
さ
ひ
こ彦

循
環
器
内
科
部
長
（
県

立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
ち
ゃ
ー
が
ん

じ
ゅ
う
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高

齢
化
し
た
遺
族
の
健
康
管
理
に
役
立

つ
講
座
と
し
て
年
一
度
人
気
の
健
康

講
座
で
、
今
回
は
高
齢
者
の
関
心
が

高
い
心
疾
患
に
関
す
る
講
話
で
、
沖

縄
県
の
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
心
臓

病
の
リ
ス
ク
回
避
に
つ
い
て
語
っ
て

戴
き
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

□
平
成
29
年
1
月
18
日

平
成
28
年
度
第
2
回
対
馬
丸
平
和
祈

念
事
業
協
議
会
〈
東
京
会
議
〉

　

平
成
28
年
度
最
後
の
協
議
会
が
東

京
で
行
わ
れ
、
内
閣
府
、
沖
縄
県
子

ど
も
生
活
福
祉
部
、
当
会
の
三
者
に

加
え
て
、
厚
生
労
働
省
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
で
参
加
。
対
馬
丸
記
念
館
の
入

館
促
進
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

□
2
月
24
日

南
城
市
・
豊
見
城
市
・
八
重
瀬
町
各

教
育
委
員
会
教
育
長
訪
問

　

内
閣
府
の
山
本
昌
男
参
事
官
補
佐

と
宮
城
清
志
館
長
が
各
教
育
委
員
会

教
育
長
と
面
談
し
、
協
議
会
で
話
し

合
わ
れ
た
対
馬
丸
記
念
館
で
の
平
和

学
習
の
利
用
促
進
を
要
請
し
ま
し
た
。

□
3
月
1
日

平
成
28
年
度
第
2
回
平
和
学
習
推
進
連

携
委
員
会

　
那
覇
市
内
小
中
学
校
の
現
場
と
対
馬

丸
記
念
館
の
次
年
度
の
活
動
計
画
と
、

利
活
用
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。　

　

次
年
度
は
5
月
と
8
月
に
平
和
担
当

職
員
研
修
が
当
館
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

□
3
月
3
日

八
重
瀬
町
立
小
中
学
校
校
長
会
連
絡
会

□
3
月
6
日

南
城
市
立
小
中
学
校
校
長
会

　

2
月
24
日
の
教
育
長
訪
問
の
結
果
を

受
け
、
両
市
町
の
小
中
学
校
校
長
会
連

絡
会
に
お
い
て
、
宮
城
清
志
館
長
が
利

活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

ご
寄
附

新
里
叡
様
（
1
月
22
日
）

以
上
、
大
口
の
寄
付
者

□
平
成
28
年
11
月
30
日
〜

　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
2
月
27
日

沖
縄
の
雲
へ
沖
縄
公
演
実
行
委
員
会
、

外
間
邦
子
、
椨
茂
吉
、
福
田
健
、
奥
平

美
穂
、
宮
城
玲
子
、
藤
田
美
枝
子
、
青

木
忠
、
ハ
ン
タ
ー
久
枝
、
川
原
伊
津
子
、

坂
井
美
智
子
、
山
城
正
子
、
渡
口
美
子
、

酒
居
安
佐
子
、
石
神
幸
郎
、
稲
垣
な
ほ

み
、
齋
藤
幸
江
、
田
村
曜
子
、
田
中
康
、

白
井
洸
子
、
前
田
正
宏
、
宮
良
道
子
、

本
間
道
雄
、
奥
間
敬
子
、
中
島
輝
正
、

以
上
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
頂
戴
し

ま
し
た
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（6）

資
料
の
目
録
完
成
　
　
学
芸
員
　
　
宇
根
一
磨

　
「
対
馬
丸
通
信
第
32
号
」
で
お
伝
え
し
ま
し
た
、
平
成
26
年
度
よ
り
5
年
間

か
け
て
行
っ
て
い
る
「
資
料
整
理
」
の
進
捗
状
況
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

3
年
目
と
な
る
今
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
１
９
５
０
年
～

２
０
１
４
年
度(
対
馬
丸
遭
難
者
遺
族
会
～
対
馬
丸
記
念
会)

ま
で
に
収
集
、

寄
贈
を
受
け
た
資
料
の
分
類
と
カ
メ
ラ
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
何
度
も
読
み

込
み
と
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
の
中
、
職
員
の
押
川
大
志
さ
ん

(

1
年
間
写
真
撮
影
を
頑
張
り
ま
し
た)

の
力
も
借
り
て
、
よ
う
や
く
資
料
数

１
２
９
６
点(

対
馬
丸
遭
難
者
遺
族
会
関
連
資
料
４
９
５
点
、
対
馬
丸
記
念
会

関
連
資
料
６
６
６
点
、
展
示
物
・
戦
時
関
連
資
料
１
３
５
点)

を
1
つ
の
目
録

と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
年
度
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
目
録
検
索
に
向
け
た
作
業
に
入
り
ま
す
。

資
料
の
ス
キ
ャ
ン
や
写
真
の
補
正
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
や
る
こ
と
は
山
積
み

で
す
が
、
対
馬
丸
や
戦
後

遺
族
た
ち
が
歩
ん
で
き
た

歴
史
を
後
世
に
残
す
た
め

に
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 


